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一

一
、
特
別
な
歴
史
環
境　

　

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
新
潟
県
長
岡
市
小
島
谷
地
区
で

「
久
須
美
家
ゆ
か
り
の
文
人
墨
客
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
市
「
和
島
地
域
の
宝　

磨

き
上
げ
事
業
」
の
一
環
と
し
て
公
的
機
関
主
導
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
種
の
企
画
で
古

い
書
画
が
展
示
の
メ
イ
ン
に
お
か
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
企
画
準
備
の

段
階
か
ら
参
画
し
て
運
営
に
当
っ
た
。
作
品
調
査
・
出
品
作
の
選
定
・
解
説
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
の
作
成
・
解
説
冊
子
の
執
筆
・
記
念
講
演
・
会
場
設
営
に
つ
き
関
与
を
果
た
し

た
。
こ
れ
ら
の
行
程
に
は
新
潟
大
学
書
表
現
コ
ー
ス
の
学
生
中
「
地
域
実
践
研
究
Ⅲ
」

の
聴
講
者
が
授
業
の
一
環
と
し
て
関
わ
り
、
鑑
賞
に
は
「
現
代
の
書
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
書

道
入
門
」
聴
講
者
凡
そ
百
八
十
名
が
参
加
し
た
。

　

小
稿
で
は
、
本
企
画
の
概
要
と
特
色
に
つ
き
、
事
後
に
得
た
知
見
も
加
え
つ
つ
、
伝

統
文
化
継
承
の
道
筋
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
「
地
域
の
宝
磨
き
上
げ
事
業
」
の
説
明
を
か
ら
め
た
展
示
の
趣
旨
に
関
し
、
和

島
の
宝
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
代
表
・
羽
鳥
仁
一
氏
が
綴
っ
た
「
ご
あ
い
さ

つ
」
文
（
解
説
冊
子
所
収
）
が
あ
る
の
で
、
一
部
を
引
用
し
た
い
。

　

こ
の
展
覧
会
は
「
地
域
の
宝
磨
き
上
げ
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
当
事
業
は
、
各
地
域
の
宝
に
関
わ
る
活
動
を
よ
く
継
続
し
て
い
る
団
体
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
地
域
の
宝
に
「
愛
着
」
と
「
誇
り
」
を

も
っ
て
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
宝
が
よ
り
光
彩
を
放
っ
て
次
世
代

に
引
き
継
が
れ
、
ひ
い
て
は
そ
れ
を
核
と
し
て
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
を
期
す
る
事
業
で
す
。

　

和
島
地
域
に
お
い
て
は
、
「
良
寛
・
貞
心
尼
と
は
ち
す
ば
通
り
」
、
「
越
後
鉄
道
と

住
雲
園
」
、
「
村
岡
城
址
周
辺
」
を
事
業
の
対
象
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
《
和
島
の

宝
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
》
が
包
括
的
事
業
主
体
と
な
り
、
各
団
体
と
連

携
し
、
ま
た
各
団
体
相
互
の
協
力
関
係
を
お
し
す
す
め
な
が
ら
事
業
展
開
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ま
よ
り
事
業
参
画
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
り
ま
す
「
久
須
美
家
」
は
遠
く
曽
我
兄
弟
の
兄
・
十
郎
を
祖
と
し
、

14
世
六
郎
左
衛
門
政
幸
か
ら
28
世
東
馬
ま
で
こ
こ
小
島
谷
の
地
を
生
活
の
拠
と
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
は
23
世
太
宰
祐
之
の
代
か
ら
東
馬
の
代
ま
で
を
中
心
と
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
間
、
戊
辰
戦
争
の
折
に
は
会
桑
軍
の
本
営
と
さ
れ
た
た
め
、
敗
走

す
る
会
桑
軍
よ
り
火
を
放
た
れ
そ
の
邸
宅
は
灰
燼
に
帰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
27
世
秀
三

郎
と
28
世
東
馬
ま
で
の
遺
徳
を
偲
び
、
そ
の
事
績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
県
知
事
を
会

長
と
し
て
結
成
さ
れ
た
「
久
須
美
父
子
遺
徳
顕
彰
会
」
が
、
記
念
誌
刊
行
の
た
め
整
理

し
た
資
料
や
珠
玉
の
文
物
も
、
そ
れ
ら
を
持
ち
込
ん
だ
印
刷
会
社
で
再
び
火
災
に
つ
つ

ま
れ
る
悲
運
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
故
、
今
回
の
企
画
展
は
「
久
須
美
家
」
を
知

る
格
好
の
よ
す
が
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
展
を
機
に
、
さ
ら

な
る
「
久
須
美
家
」
ゆ
か
り
の
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
叶
う
な
ら
ば
幸
甚
に
存
じ
ま

越
後
小
島
谷
・
久
須
美
家
に
関
す
る
書
画

― 

歴
史
環
境
を
主
眼
と
し
た
鑑
賞
教
育

岡　
　

村　
　
　
　
　

浩

 

二
〇
一
五
・
一
〇
・
二
六　

受
理
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二

す
。

　

元
々
良
寛
墳
墓
の
地
と
し
て
良
寛
の
里
美
術
館
が
和
島
に
は
あ
り
、
書
画
愛
好
家
に

は
知
ら
れ
た
地
で
あ
る
。
「
越
後
鉄
道
と
住
雲
園
」
と
は
、
小
島
谷
地
区
の
旧
族
・
久

須
美
氏
の
27
・
28
代
が
「
鉄
道
王
」
と
称
さ
れ
る
、
県
下
の
著
名
な
線
を
複
数
敷
設
す

る
中
心
に
な
っ
た
人
物
だ
っ
た
。
そ
の
屋
敷
は
江
戸
期
以
降
、
「
住
雲
園
」
と
呼
ば

れ
、
遺
跡
は
今
日
ま
で
保
存
が
は
か
ら
れ
て
き
た
。
山
間
と
ふ
も
と
に
広
く
拡
が
る
田

園
、
遠
く
に
弥
彦
山
を
借
景
す
る
風
光
明
媚
さ
が
讃
え
ら
れ
た
。
こ
こ
が
最
も
輝
い
た

の
は
、
大
正
二
年
、
越
後
線
開
通
式
祝
典
が
多
く
の
来
賓
を
集
め
開
か
れ
た
時
で
、

「
午
前
十
一
時
新
潟
芸
妓
の
踊
り
か
ら
始
ま
っ
た
。
爆
竹
が
響
く
、
洋
楽
が
鳴
る
、
来

賓
一
同
余
興
場
に
集
ま
る
。
新
潟
追
分
と
お
け
さ
節
踊
り
が
記
者
に
は
興
味
深
か
っ

た
。
当
時
の
紅
裙
連
四
十
余
名
と
い
う
。
安
藤
知
事
が
観
客
席
に
あ
っ
て
、
当
日
の
紅

裙
連
の
立
見
す
る
を
傍
に
呼
ん
で
両
側
に
腰
か
け
し
め
、
美
人
の
中
央
に
待
っ
た
な
ど

は
主
客
内
寛
い
だ
愛
嬌
ぶ
り
が
嬉
し
か
っ
た
。
久
須
美
若
君
（
東
馬
）
一
寸
色
合
い
の

異
な
っ
た
山
高
帽
を
冠
っ
て
、
令
婦
人
令
嬢
を
特
に
一
番
前
の
椅
子
に
勧
め
て
い
た
の

が
目
を
引
い
た
。
十
二
時
半
に
踊
り
も
終
わ
り
園
遊
会
に
移
っ
た
。
」
と
、
そ
の
有
様

が
新
聞
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

二
、
久
須
美
家
の
あ
ら
ま
し

　

久
須
美
家
の
庭
に
目
を
転
じ
る
。
石
に
刻
ま
れ
た
文
字
、
い
し
ぶ
み
が
三
文
（
二

基
）
建
っ
て
い
る
。

「
昭
和
四
十
七
年
池
田
直
吉
氏
は
公
共
の
た
め
利
用
す
る
よ
う
に
と
所
有
の
土
地
建
物

一
切
を
長
岡
市
に
寄
附
さ
れ
た　

池
田
氏
は
明
治
十
九
年
長
岡
市
本
町
一
丁
目
に
生
れ

長
岡
中
学
校
卒
業
後
大
阪
市
で
貿
易
商
と
し
て
活
躍
昭
和
十
七
年
か
ら
小
島
谷
の
こ
の

地
に
暮
さ
れ
た　

寄
附
地
は
池
田
氏
が
昭
和
の
初
め
に
元
久
須
美
東
馬
氏
所
有
地
を
買

取
ら
れ
た
も
の
で
邸
内
の
庭
園
を
住
雲
園
と
称
し
久
須
美
宗
家
先
祖
の
築
造
に
な
る
名

園
で
あ
る　

長
岡
市
は
こ
の
縁
の
地
に
池
田
氏
の
篤
志
を
録
し
後
世
に
伝
え
る　

昭
和

四
十
九
年
三
月　

長
岡
市
長　

小
林
孝
平
」

「
右
長
岡
市
が
所
有
さ
れ
た
本
庭
園
家
屋
並
に
土
地
山
林49333.27

平
方
米
は
地
元
の

故
を
以
て
長
岡
市
長
日
浦
晴
三
郎
氏
の
御
英
断
に
よ
り
長
岡
市
議
会
の
御
同
意
を
得
て

和
島
村
が
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
を
録
す　

平
成
四
年
三
月
三
日　

和
島
村
長　

清
野
精

合
」

　

読
め
ば
、
長
い
家
史
を
持
つ
こ
と
と
、
や
が
て
人
手
に
渡
り
そ
れ
が
長
岡
市
に
寄
付

さ
れ
、
さ
ら
に
元
々
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
旧
和
島
村
に
戻
っ
て
き
た
経
緯
が
理
解
で
き

図１　案内状葉書

図２　隆泉寺良寛像
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三

る
。

　

和
島
支
所
に
よ
っ
て
編
集
刊
行
さ
れ
た
『
住
雲
園
と
久
須
美
家
の
人
々
』
（
Ｈ
19

刊
）
を
み
る
と
、
17
世
紀
半
ば
の
同
家
14
世
か
ら
現
30
世
当
主
に
い
た
る
ま
で
、
各
時

代
の
様
子
が
要
を
得
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
箇
条
書
き
に
し
て
み
る
と
、

○
江
戸
期
、
庭
園
「
住
雲
園
」
が
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
五
）
の
築
庭
に
始

ま
り
、
昭
和
九
年
に
文
部
省
調
査
で
名
勝
指
定
を
受
け
た
こ
と
。

○
初
代
曽
我
十
郎
祐
成
か
ら
30
世
に
い
た
る
ま
で
の
紹
介
。
旗
本
及
び
代
官
職
を
に
な

い
、
幕
末
に
は
勤
皇
の
志
が
篤
く
、
京
の
宮
家
に
仕
え
た
人
物
が
出
た
。

○
と
く
に
27
世
の
秀
三
郎
祐
啓
・
28
世
の
東
馬
祐
徳
父
子
は
衆
議
院
議
員
と
し
て
国
政

に
参
加
し
、
中
央
の
名
士
と
交
流
を
持
っ
た
こ
と
。
石
油
や
銀
行
、
新
興
事
業
の
多
く

に
着
手
す
る
中
、
県
下
の
鉄
道
王
と
称
さ
れ
る
程
、
今
日
の
越
後
線
を
は
じ
め
斯
界
の

発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
の
行
間
に
、
江
戸
の
四
大
詩
家
を
招
聘
し
た
こ
と
や
、
大
正
期
の
新

潟
を
代
表
す
る
文
人
で
も
あ
っ
た
政
治
家
・
阪
口
仁
一
郎
（
号
・
五
峰
）
と
の
関
係
な

ど
に
も
触
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
久
須
美
家
一
族
は
中
央
と
地
方
を
結
ぶ
地
域
振
興
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
つ
つ
、
歴
代
当
主
中
、
文
墨
の
世
界
に
興
味
を
抱
く
人
々
が
出
た

の
だ
っ
た
。
と
く
に
27
・
28
世
父
子
に
つ
い
て
記
す
。

久
須
美
秀
三
郎

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
生
ま
れ
る
。
明
治
九
年
久
須
美
家
27
世
と
し
て
家
督
を
嗣

ぐ
。
県
議
会
議
員
、
副
議
長
を
経
て
明
治
三
十
五
年
以
降
衆
議
院
議
員
に
二
回
当
選
。

北
越
鉄
道
（
現
越
後
線
）
の
開
通
に
尽
力
し
、
大
正
二
年
に
白
山
柏
崎
駅
間
全
線
営
業

を
開
始
。
ま
た
、
越
佐
新
聞
、
北
越
新
報
の
経
営
に
も
携
わ
り
、
新
潟
鉄
工
所
、
長
岡

銀
行
、
日
本
石
油
等
の
各
社
取
締
役
を
務
め
た
。

久
須
美
東
馬

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
小
島
谷
に
生
ま
れ
る
。
父
秀
三
郎
と
鉄
道
開
発
事
業
に
心
血

を
注
ぐ
。
大
正
二
年
に
越
後
鉄
道
（
現
越
後
線
）
全
線
開
通
。
そ
の
後
、
大
正
五
年
参

宮
線
（
現
弥
彦
線
）
完
成
。
大
正
十
四
年
西
吉
田
東
三
条
間
、
昭
和
二
年
東
三
条
越
後

長
沢
間
完
成
。
同
年
越
後
鉄
道
が
国
有
化
さ
れ
る
。
大
正
四
年
と
六
年
に
衆
議
院
議
員

に
当
選
。
ま
た
、
私
財
を
投
げ
打
っ
て
弥
彦
公
園
の
造
成
に
自
ら
陣
頭
指
揮
し
、
五
万

坪
の
大
公
園
が
完
成
。

　

冒
頭
紹
介
し
た
い
し
ぶ
み
の
残
る
一
つ
は
、
杉
聴
雨
詩
書
碑
で
あ
る
。
県
下
に
そ
の

遺
墨
は
割
と
多
く
み
う
け
ら
れ
る
も
の
の
、
書
碑
は
大
変
珍
し
い
。
碑
文
を
引
用
す

る
。

「
明
治
四
十
三
年
八
月
過
久
須
美
氏
住
雲
詩
屋
淹
留
数
日　

壁
有
詩
仏
老
人
題
詩　

乃

傚
顰
賦
之　

老
松
囲
繞
世
塵
空　

清
冷
泉
従
石
髄
通　

林
下
欽
君
養
仙
骨　

優
遊
永
住

白
雲
中　

聴
雨
杉
重
華
」

　

か
つ
て
大
窪
詩
仏
の
詩
書
に
ち
な
み
本
庭
が
住
雲
園
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
れ
を
知
っ

た
聴
雨
が
詩
書
に
詠
ま
れ
た
通
り
の
名
園
で
あ
る
こ
と
に
感
嘆
し
て
筆
を
と
っ
た
旨
が

綴
っ
て
あ
る
。
「
淹え

ん

留り
ゅ
う」

は
長
く
と
ど
ま
る
こ
と
、
「
傚ひ
ん

に
顰な
ら

う
」
と
は
謙
遜
し
つ
つ

ま
ね
を
す
る
こ
と
。
次
に
、
詩
仏
と
聴
雨
の
略
歴
を
紹
介
す
る
。

大
窪
詩
仏
（
お
お
く
ぼ　

し
ぶ
つ　

一
七
六
七
～
一
八
三
七
）

常
陸
国
の
医
家
の
子
。
名
は
行
、
字
は
天
民
。
山
本
北
山
に
儒
学
、
市
川
寛
斎
に
詩
を

学
ぶ
。
遊
歴
を
好
み
、
地
方
に
も
門
人
が
い
た
。
墨
竹
画
を
得
意
と
す
る
。

杉
聴
雨
（
す
ぎ　

ち
ょ
う
う　

一
八
三
五
～
一
九
二
〇
）

山
口
藩
士
の
次
子
。
名
は
重
華
、
通
称
孫
七
郎
。
吉
田
松
陰
の
薫
陶
を
受
け
幕
末
国
事

に
奔
走
し
、
維
新
の
功
労
者
の
一
人
に
な
る
。
子
爵
・
枢
密
院
顧
問
官
。
細
字
の
詩
書

を
得
意
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
聴
雨
が
目
に
し
た
詩
仏
の
詩
書
は
残
念
な
が
ら
今
日
伝
世
し
な
い
。
昭

和
初
期
に
な
る
と
、
こ
の
名
家
自
体
家
運
が
傾
き
、
所
蔵
骨
董
の
売
立
も
行
わ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
少
し
ま
と
め
て
み
る
と
、
大
正
二
年
前
後
が
、
当
家
の
絶
頂
、
昭
和

三
年
売
立
目
録
、
昭
和
十
七
年
頃
長
岡
人
の
池
田
氏
が
邸
宅
を
取
得
し
、
住
む
。
昭
和

四
十
七
年
長
岡
市
へ
池
田
氏
が
邸
宅
を
寄
贈
、
平
成
四
年
和
島
村
へ
長
岡
市
が
寄
贈
、

そ
し
て
和
島
村
が
平
成
十
八
年
、
長
岡
市
と
合
併
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
経
た
。

　

そ
れ
で
も
少
し
は
往
時
を
語
る
遺
品
も
あ
ろ
う
し
、
同
家
の
周
辺
に
ま
で
目
線
を
広
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げ
れ
ば
、
小
島
谷
一
帯
を
訪
れ
た
文
士
の
顔
ぶ
れ
が
浮
か
び
上
っ
て
こ
よ
う
。
今
回
の

展
示
は
、
久
方
ぶ
り
に
一
般
公
開
さ
れ
る
邸
内
に
「
久
須
美
家
ゆ
か
り
の
文
人
墨
客

展
」
と
冠
し
た
表
題
通
り
の
書
画
作
を
並
べ
、
人
々
と
中
央
の
名
流
文
士
と
の
往
時
の

交
流
を
し
の
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。
以
下
主
な
作
家
の
作
品
を
挙
げ
て
い
く
。

三
、
江
戸
の
文
人
た
ち	

　

江
戸
期
の
人
で
は
ま
ず
亀
田
鵬
斎
を
挙
げ
た
い
。

亀
田
鵬
斎
（
か
め
だ　

ぼ
う
さ
い　

一
七
五
二
～
一
八
二
六
）

江
戸
後
期
の
儒
者
・
漢
詩
人
。
一
八
〇
九
年
か
ら
三
年
余
り
越
佐
を
遊
歴
。
良
寛
と
の

逸
話
を
数
多
く
残
す
。

　

そ
の
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
秋
か
ら
同
八
年
夏
ま
で
足
か
け
三
年
に
及
ぶ
越
佐
遊

歴
の
足
跡
の
骨
子
は
、
ほ
ぼ
つ
か
め
て
い
る
。
か
つ
て
筆
者
は
『
亀
田
鵬
斎
総
集
』

（
Ｈ
19
刊
）
に
六
百
点
余
り
の
遺
墨
を
集
め
た
が
、
就
中
、
住
雲
園
で
作
詩
し
た
と
伝

わ
る
作
が
あ
る
。

「
已
に
穿
つ
千
畳
の
雲
、
来
り
坐
す
万
仭
の
巓
、
風
は
塵
寰
（
俗
世
）
に
非
ず
、
積

翠
一
天
よ
り
す
、
日
は
沈
み
蒼
屏
浄
く
、
霞
は
蒸
り
（
た
ち
の
ぼ
り
）
丹
崖(

夕
焼
け

の
山)

鮮
か
、
万
籟
余
響
を
絶
ち
、
一
鳥
の
往
還
な
し
、
夜
は
深
く
山
い
よ
い
よ
寂
し

く
、
心
は
清
く
眠
を
な
さ
ず
、
ま
た
有
り
孤
輪
の
月
、
吾
が
両
袖
の
間
を
照
ら
す　

鵬

斎
興
」

　

残
念
な
が
ら
紙
面
に
制
作
年
を
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
縦
長
の
字
形
と
程
よ
く
始

ま
っ
て
い
る
行
書
の
筆
意
か
ら
、
越
後
路
の
作
と
み
て
よ
い
。

　

先
掲
の
久
須
美
雪
堂
・
東
馬
と
親
し
か
っ
た
代
議
士
で
詩
書
に
巧
み
だ
っ
た
阪
口
五

峰
は
、
そ
の
著
『
北
越
詩
話
』(

Ｔ
７
刊)

の
上
巻
・
巻
五
で
久
須
美
一
族
に
触
れ
、
23

世
逸
翁
の
代
、
柏
木
如
亭
・
鵬
斎
・
市
河
寛
斎
・
大
窪
詩
仏
等
が
長
期
逗
留
し
た
旨
を

綴
っ
て
い
る
が
、
証
左
と
な
る
も
の
の
一
つ
が
本
作
で
あ
る
。

　

次
い
で
今
名
前
を
挙
示
し
た
中
で
、
大
窪
詩
仏
を
紹
介
す
る
。

　

各
地
を
巡
行
し
た
行
程
は
、
詩
集
『
詩
聖
堂
詩
集
』
『
再
北
遊
詩
草
』
に
読
め
る
。

越
後
に
関
す
る
記
事
を
み
る
と
、
燕
・
三
条
・
栃
尾
・
柏
崎
・
高
田
の
県
下
広
域
に
及

ぶ
地
名
が
登
場
、
小
千
谷
で
は
舟
下
り
を
し
つ
つ
茶
を
喫
し
た
り
、
出
雲
崎
で
客
死
し

た
南
画
家
・
釧
雲
泉
と
の
接
触
を
し
の
ぶ
詩
、
そ
し
て
「
題
住
雲
書
屋
」
と
題
す
る
詩

を
は
じ
め
、
計
三
詩
が
少
な
く
と
も
久
須
美
氏
関
連
の
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
の
刊
本
中
の
事
績
が
あ
っ
た
こ
と
の
決
定
的
証
拠
と
な
る
の
が
、
本
展
出
品
作
で

「
朝
霞
如
火
抹
山
前　

怱
見
雲
騰
風
又
顚　

一
陳
驚
雷
来
震
地　

萬
珠
飛
雹
乱
篩
空　

南
人
不
慣
北
方
候　

秋
月
故
著
冬
日
綿　

化
児
調
客
従
渠
著　

其
奈
農
家
未
獲
田　
　

丙
子
閏
八
月
廿
九
在
越
小
島
谷
大
雷
雨
雹　
　

詩
仏
老
人
大
窪
行
」

と
記
す
。
若
干
文
字
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
「
閏
八
月
廿
九
日
記
事
」
と
題
し
て
、

刊
行
詩
集
中
収
録
さ
れ
て
い
る
。
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
の
こ
と
。
「
抹
」
は
塗

り
つ
ぶ
す
、
「
篩
」
は
ふ
る
い
。
詩
仏
と
い
え
ば
墨
竹
の
妙
手
で
、
書
は
大
抵
く
ず
し

字
で
あ
る
。
本
作
の
よ
う
な
楷
書
体
は
殆
ど
み
た
こ
と
が
な
く
、
鵬
斎
の
楷
書
同
様
江

戸
の
版
本
活
字
を
想
起
す
る
一
種
の
「
書
巻
の
気
」
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
何
よ
り
詩

の
内
容
が
面
白
い
。
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
雷
が
地
を
震
わ
せ
、
雹ひ

ょ
うが
ふ
る
い
に
か
け

た
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
降
り
だ
し
た
こ
と
に
た
ま
げ
、
自
分
を
南
方
人
に
た
と
え
、
北
国

の
気
候
に
不
慣
れ
で
あ
る
身
を
詠
ん
で
い
る
。

　

ま
た
『
北
越
詩
話
』
に
載
る
逸
翁
時
代
、
書
屋
の
壁
に
あ
っ
た
詩
仏
の
題
詩
に

「 

直
從
海
岸
別　

行
入
乱
山
中　

乱
山
高
下
過　

一
徑
彎
環
通　

夾
徑
古
松
樹　

鬱
葱

綠
凌
空　

出
林
忽
有
邨
田
園
接
西
東　

秋
深
秔
稻
熟　

笑
語
見
年
豊　

中
有
詩
人
住

　

柴
門
鎖
竹
叢　

兄
弟
如
連
璧　

不
負
古
人
風　

聞
我
遠
來
訪　

灑
掃
煩
家
童　

下

榻
薦
珍
羞　

禮
貌
一
何
隆　

厨
醸
如
油
綠　

盤
肴
似
花
紅　

慇
勤
把
杯
勧
客
愁
春
雪

融　

平
生
怕
塵
事　

雲
間
避
弋
鴻　

今
日
過
君
飮　

休
笑
氣
吐
虹　

誰
道
孤
邨
裏　

與
壺
中
天
同　

我
見
君
兄
弟　

胸
中
幾
雲
夢
」

が
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
も
う
一
詩
、
同
じ
く
逸
翁
の
有
し
た
柏
木
如
亭
詩
に
唱
和

し
た
詩
仏
を
付
記
す
る
。

「 
吟
筇
看
風
月
幾
辛
苦　

囊
裏
金
銭
一
欠
伸　

不
識
何
時
尋
旧
約　

池
頭
新
卜
草
堂

鄰
」

　

早
く
に
如
亭
作
は
失
わ
れ
、
詩
仏
詩
も
ま
た
今
日
遺
墨
の
確
認
は
出
来
な
い
。
た
だ

し
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
三
詩
は
全
て
『
詩
聖
堂
詩
集
』
（
巻
四
・
五
）
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
客
中
作
を
詩
仏
は
手
控
え
し
、
集
中
の
詩
と
し
て
世
に
残
し
た
の
で
あ
る
。
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五

図３　邸園風景図６　同右

図４　入口の展示
日下部鳴鶴・副島種臣書類

図７　洋間の展示

図５　ガイドによる説明図８　和室での鑑賞
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『
北
越
詩
話
』
の
引
く
三
詩
目
は
原
著
と
比
見
し
て
み
る
と
、
随
分
省
略
さ
れ
て
い

た
。
『
詩
聖
堂
詩
集
・
初
編
上
』
の
所
載
詩
を
書
き
下
し
文
に
し
て
み
た
。

　

「
住
雲
書
屋
に
題
す

直
ち
に
海
岸
よ
り
別
れ
て
行
き
乱
山
の
中
に
入
る
、
乱
山
高
下
し
て
過
ぎ
、
一
径
弯
環

し
て
通
ず
、
挾
径
の
古
松
樹
欝
葱
と
し
て
、
緑
、
空
を
凌
ぐ
、
林
を
出
づ
れ
ば
忽
ち
邨

有
り
て
、
田
園
、
東
西
に
接
す
、
秋
深
く
秔
稲
熟
し
、
笑
語
に
年
の
豊
か
な
る
を
見

る
、
中
に
詩
人
の
住
む
有
り
、
柴
門
、
竹
叢
に
鎖
せ
り
、
兄
弟
は
連
壁
の
如
く
、
古
人

の
風
を
負
は
ず
、
我
が
遠
く
よ
り
来
訪
す
る
を
聞
き
、
灑
掃
、
家
僮
を
煩
は
す
、
搨
を

下
り
珍
羞
を
薦
む
、
礼
貌
一
に
何
ぞ
隆
な
る
、
厨
醸
は
油
緑
の
如
く
、
盤
肴
は
花
紅
に

似
た
り
、
慇
懃
に
杯
を
把
り
て
勧
む
、
客
愁
、
春
雪
の
ご
と
く
融
く
、
平
生
塵
事
を
怕

れ
、
雲
間
、
弋
を
避
く
る
鴻
、
今
日
、
君
を
過
り
て
飲
す
、
笑
ふ
を
休
め
よ
、
気
の
虹

を
吐
く
を
、
誰
か
道
う
、
孤
邨
の
裏
と
壺
中
の
天
と
同
じ
と
、
我
、
君
が
兄
弟
を
見
、

胸
中
、
幾
く
の
雲
夢
ぞ
」

　

「
小
島
谷
読
如
亭
山
人
題
壁
之
作
有
感

吟
筇
し
て
看
尽
す
、
荏
城
の
春
、
興
に
乗
り
来
遊
す
、
越
海
の
浜
、
命
を
将
っ
て
花
を

乞
う
、
寧
ろ
地
を
択
ん
や
、
詩
を
売
り
食
を
求
む
、
毎
に
人
に
依
る
、
客
中
の
風
月
は

辛
苦
に
幾
く
、
嚢
裏
金
銭
は
欠
伸
に
一
な
り
、
識
ら
ず
、
何
れ
の
時
か
旧
約
を
尋
ね
る

を
、
池
頭
、
新
た
に
卜
せ
ん
、
草
堂
の
鄰
」

　

な
お
、
如
亭
の
こ
と
も
簡
述
し
て
お
く
。

柏
木
如
亭
（
か
し
わ
ぎ　

じ
ょ
て
い　

一
七
六
三
～
一
八
一
九
）

市
河
寛
斎
・
詩
仏
・
菊
池
五
山
と
江
戸
詩
壇
の
四
家
と
称
さ
れ
る
。
神
田
生
。
幕
府
に

仕
え
る
大
工
棟
梁
の
家
業
を
弟
に
任
せ
、
放
浪
詩
人
と
し
て
自
由
な
生
活
を
送
り
、
京

の
借
家
で
生
涯
を
閉
じ
た
。
中
で
も
新
潟
の
逗
留
を
好
み
、
酒
と
女
色
に
陥
る
。
や
が

て
町
を
追
放
さ
れ
、
次
の
出
雲
崎
で
は
地
方
芝
居
に
出
演
し
た
り
、
ま
た
芸
妓
を
相
手

に
し
た
。
「
新
潟
の
寺
町
へ
」
と
つ
ぶ
や
い
た
の
が
遺
言
だ
と
、
巻
菱
湖
の
書
簡
に

あ
っ
た
と
い
う
。

四
、
明
治
以
降

　

時
代
は
明
治
に
転
ず
る
。
当
代
の
三
筆
と
う
た
わ
れ
る
書
の
第
一
人
者
・
日
下
部
鳴

鶴
の
足
跡
が
残
る
。

日
下
部
鳴
鶴
（
く
さ
か
べ	

め
い
か
く　

一
八
三
八
～
一
九
二
三
）

明
治
・
大
正
を
代
表
す
る
三
筆
の
雄
。
滋
賀
生
。
中
国
金
石
資
料
に
基
づ
く
新
し
い
書

風
を
生
み
だ
し
、
全
国
に
多
く
の
門
人
を
も
っ
た
。
各
地
に
千
余
り
の
書
碑
が
建
つ
と

い
う
。

　

こ
の
鳴
鶴
が
、
「
暘よ

う
こ
く谷
館　

庚
寅
晩
秋
為
雪
堂
雅
君
嘱
題　

鳴
鶴
日
下
東
作
」
と
揮

毫
し
た
書
額
が
伝
世
す
る
の
で
あ
る
。
本
作
は
一
度
流
失
し
た
も
の
が
奇
跡
的
に
、
住

雲
園
に
戻
さ
れ
た
と
い
う
。
明
治
二
十
三
年
秋
、
五
十
三
歳
作
。
落
款
に
雪
堂
の
依
頼

に
応
じ
た
書
で
あ
る
と
読
め
る
。
紙
で
は
な
く
上
等
な
絖
本
を
用
い
た
佳
品
。
横
画
に

装
飾
的
な
波
磔
を
も
つ
隷
書
で
、
好
ん
で
臨
書
し
た
漢
代
の
石
碑
で
あ
る
礼
器
・
張
遷

碑
風
が
色
濃
い
。
「
暘
谷
」
と
は
、
明
る
く
輝
く
太
陽
の
昇
る
と
こ
ろ
の
意
味
で
、
も

の
ご
と
の
き
ざ
し
と
し
て
学
塾
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

後
半
生
全
国
を
漫
遊
し
た
足
跡
は
、
弟
子
の
井
原
雲
涯
編
『
鳴
鶴
先
生
叢
話
』
（
Ｔ

14
刊
）
に
出
遊
の
年
ご
と
の
旅
程
が
記
録
し
て
あ
り
、
明
治
二
十
三
年
の
条
を
ひ
く

と
、

「
二
十
三
年　

八
月
塩
原
を
通
り
与
板
を
経
て
新
潟
着
、
村
上
、
新
発
田
、
水
原
等

に
遊
び
新
潟
に
帰
り
、
三
条
、
与
板
、
長
岡
、
小
千
谷
、
深
沢
等
を
廻
り
十
一
月
帰

京
。
」

と
あ
る
。
和
島
小
島
谷
の
地
名
は
み
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
確
か
に
来
越
を
し
て
お

り
、
書
額
も
客
中
作
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
筆
者
は
『
日
下
部
鳴
鶴
遺
墨
萃

編
』
（
Ｈ
16
刊
）
を
編
集
、
90
点
を
集
め
た
が
、
明
治
二
十
三
年
の
越
後
路
作
は
比
較

的
多
く
残
っ
て
い
た
。

　

続
い
て
鳴
鶴
と
同
じ
三
筆
の
一
人
、
中
林
梧
竹
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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中
林
梧
竹
（
な
か
ば
や
し　

ご
ち
く　

一
八
二
七
～
一
九
一
三
）

明
治
の
三
筆
の
一
人
。
肥
前
佐
賀
生
。
明
治
期
い
ち
早
く
中
国
に
渡
り
、
た
く
さ
ん
の

珍
し
い
書
道
資
料
に
接
し
た
。
「
五
合
庵
」
木
額
や
「
良
寛
上
人
伝
碑
」
を
書
く
な
ど

良
寛
顕
彰
史
上
初
め
に
登
場
す
る
書
家
で
も
あ
る
。

　

住
雲
園
近
く
の
久
須
美
氏
墓
所
に
、
「
久
須
美
祐
伸
君
墓
誌
銘
」
が
建
つ
。
祐
伸
は

21
世
祐
良
の
三
子
、
明
治
九
年
二
月
没
。
こ
の
碑
を
梧
竹
が
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

撰
文
の
重
野
安
繹
の
年
月
に
よ
る
と
明
治
四
十
一
年
十
一
月
、
こ
の
時
梧
竹
八
十
二

歳
。
高
令
で
あ
る
が
、
翌
明
治
四
十
二
年
四
月
、
ひ
と
つ
ぶ
だ
ね
の
実
子
・
活
輪
が
同

じ
三
島
郡
内
の
与
板
病
院
で
病
没
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
与
板
に
は
出
品
作
の

六
曲
屏
風
を
は
じ
め
梧
竹
遺
墨
の
大
作
名
品
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
、
や
は
り
特
別
な
土

地
と
み
て
よ
い
。
実
子
を
見
舞
っ
た
り
知
己
を
訪
問
す
る
途
次
、
本
碑
の
揮
毫
に
着
手

し
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

書
碑
は
や
や
扁
平
体
の
楷
書
に
な
り
、
同
趣
の
書
き
ぶ
り
は
大
変
珍
し
い
。
な
お
篆

額
は
大
隈
重
信
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
点
か
ら
み
て
も
久
須
美
氏
の
名
が
中
央
に
通
っ

て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
梧
竹
に
珍
し
い
楷
書
碑
を
書
か
せ
た
動
機
も
ま
た
、
名
家
の

系
譜
の
記
録
に
意
気
を
感
じ
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
資
料
と
し

て
碑
の
全
文
を
巻
末
に
付
載
す
る
。
ま
た
、
三
島
郡
長
を
明
治
二
十
五
年
一
月
か
ら
同

三
十
年
八
月
ま
で
長
く
つ
と
め
た
肥
田
野
畏
三
郎
（
号
錦
川
）
の
詩
集
を
ひ
も
と
く
と

「
清
輝
館
和
梧
竹
翁
之
韻
二
首　

在
与
板
」
と
題
す
作
が
み
え
る
。
高
楼
で
の
洗
塵
、

山
色
湖
光
の
翠
、
暁
霧
、
香
風
が
水
辺
の
簾
を
吹
き
動
か
す
情
緒
の
中
、
梧
竹
を
囲
み

時
人
は
避
世
を
楽
し
ん
だ
ら
し
い
。
ち
な
み
に
こ
の
清
輝
館
と
は
、
今
の
与
板
町
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
辺
り
に
あ
っ
た
妓
楼
だ
と
い
う
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
錦
川
詩
に
久
須
美
雪
堂
を
悼
む
題
詩
が
あ
っ
た
。
「
三
十
年
違

旧
識
。
雲
樹
聘
懐
悠
。
国
利
兼
民
福
。
経
営
又
画
策
。
名
門
誉
益
広
（
以
下
略
）
」
と

五
律
に
、
三
十
年
に
は
な
ろ
う
長
い
交
誼
を
も
ち
、
国
と
民
の
た
め
に
な
る
公
益
事
業

を
興
し
名
門
の
誉
は
い
よ
い
よ
広
ま
っ
た
、
と
如
何
に
も
郡
長
ら
し
い
地
元
名
士
へ
の

評
を
綴
っ
て
い
る
。
当
時
の
政
財
界
の
人
々
は
詩
書
画
文
墨
の
世
界
を
も
っ
て
つ
な
が

り
を
有
し
、
技
量
の
巧
拙
よ
り
も
人
格
の
高
邁
さ
を
優
先
し
て
互
い
を
尊
ん
だ
。
そ
の

一
コ
マ
が
三
島
郡
地
域
の
与
板
・
小
島
谷
地
区
に
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
当
地
三
島
郡
の
郡
都
の
お
か
れ
た
与
板
に
み
る
、
中
林
梧
竹
の
足
跡
を
点
描

し
て
参
考
に
し
た
い
。

　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
六
十
三
歳
。
九
月
中
、
与
板
町
へ
。
徳
昌
寺
で
「
示

衆
一
則
」
大
幅
を
書
く
。
漢
字
と
片
仮
名
混
じ
り
長
文
に
よ
る
大
変
珍
し
い
も
の
。

　

同
年
十
月
十
九
日
、
同
じ
く
徳
昌
寺
に
て
特
筆
大
書
の
揮
毫
。
都
野
神
社
に
建
つ

「
進
斎
八
尾
先
生
碑
」
（
三
・
五
メ
ー
ト
ル
）
を
書
く
。
当
日
書
画
会
及
び
懇
親
会
を

午
前
八
時
よ
り
開
く
。
参
加
費
三
十
銭
。
町
長
の
山
田
泰
梧
・
大
橋
小
左
衛
門
・
三
輪

為
次
郎
・
平
沢
甚
九
郎
・
富
取
北
川
等
廻
船
問
屋
主
人
や
名
士
が
世
話
を
す
る
。

　

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
六
十
九
歳
。
春
、
仙
台
へ
。
秋
、
来
越
。
長
岡
与
板

三
条
を
歴
遊
し
、
九
月
二
十
二
日
新
潟
市
内
着
。
医
学
町
通
・
山
口
旅
舎
へ
。

　

九
月
二
十
八
日
濁
川
村
真
嶋
家
へ
。
「
樅
堂
」
（
額
）
や
臨
書
帖
等
を
同
氏
の
た
め

に
書
く
。
こ
の
頃
「
良
寛
上
人
伝
碑
」
を
書
く
（
碑
面
に
九
月
と
あ
る
）
。
建
碑
に
関

し
、
「
聊
書
小
伝
」
に
始
ま
る
詩
書
の
二
幅
が
伝
世
。
「
大
古
山
人
詩
碑
」
も
こ
の
頃

の
作
と
思
わ
れ
る
。

　

十
月
八
日
に
は
山
口
旅
舎
へ
入
る
。
こ
の
後
、
西
越
村
の
画
人
・
諸
橋
湘
江
等
三
島

郡
出
雲
崎
方
面
と
交
流
が
あ
っ
た
も
の
か
。
諸
橋
氏
と
親
し
い
三
島
郡
桐
島
村
・
小
黒

桐
園
（
一
九
三
一
没
）
の
と
こ
ろ
に
数
点
作
品
が
残
る
。
「
桐
島
村
立
尋
常
小
学
校
」

木
額
校
名
は
梧
竹
揮
毫
と
伝
わ
る
。

　

十
月
二
十
日
過
ぎ
、
北
蒲
原
郡
乙
宝
寺
（
現
胎
内
市
）
そ
し
て
岩
船
郡
羽
ヶ
榎
村

（
現
荒
川
町
）
の
素
封
家
・
国
井
伴
之
丞
宅
へ
。

　

十
一
月
ま
で
新
潟
市
内
。
次
い
で
三
条
・
衆
楽
館
辺
り
に
滞
在
す
る
か
。
の
ち
与
板

へ
行
き
、
大
橋
小
左
衛
門
と
会
う
。

　

十
二
月
三
日
帰
郷
の
途
に
着
く
。

　

梧
竹
と
同
じ
く
九
州
の
人
、
副
島
種
臣
の
書
碑
も
ま
た
付
近
に
残
っ
て
い
る
。

副
島
種
臣
（
そ
え
じ
ま	

た
ね
お
み　

一
八
二
六
～
一
九
〇
五
）

佐
賀
生
の
政
治
家
。
漢
学
に
精
通
し
豪
壮
雄
大
な
書
は
書
家
の
作
に
勝
る
評
価
を
得

る
。
蒼
海
と
号
す
。
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書
は
「
鹿
嶋
神
社
」
社
標
。
右
側
面
に
「
副
島
種
臣
」
の
自
署
、
計
八
文
字
。
そ
し

て
左
側
面
に
「
明
治
三
十
七
年
四
月
奉
建　

久
須
美
作
之
助
」
と
別
筆
を
刻
入
。
紛
れ

も
な
く
こ
れ
は
久
須
美
氏
一
族
の
肝
入
り
で
建
っ
た
も
の
で
あ
る
。
副
島
書
は
、
少
し

隷
意
を
含
む
重
厚
な
筆
致
の
書
で
、
凡
庸
な
書
家
の
書
の
遠
く
及
ば
な
い
、
維
新
の
元

勲
た
る
貫
録
と
広
く
深
い
教
養
を
有
し
た
人
と
な
り
が
一
見
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
副
島
の
来
越
の
具
体
的
な
内
容
は
未
確
認
で
あ
る
。
書
碑
は
こ
の
他
、

①
「
表
節
碑
」
の
篆
額
三
字
。
明
治
二
十
七
年
二
月
、
新
発
田
諏
訪
神
社
に
建
つ
。
文

化
十
四
年
に
端
を
発
し
、
父
の
仇
討
ち
を
三
十
余
年
か
け
て
行
っ
た
久
米
幸
太
郎
を
頌

え
る
も
の
。
一
行
目
に
「
伯
爵
副
島
種
臣
公
篆
額
」
と
別
筆
で
刻
む
。

②
「
生
田
秀
大
人
之
祠
」
「
菅
原
朝
臣
種
臣
書
」
と
二
面
に
書
く
。
明
治
二
十
七
年
六

月
、
柏
崎
日
吉
神
社
に
建
つ
。
政
友
会
政
治
家
丸
田
伴
二
が
仲
介
し
、
素
封
家
縮
商
が

中
心
に
な
っ
て
建
て
る
。
生
田
万
は
館
林
生
。
天
保
七
年
来
越
、
翌
年
細
民
救
済
の
た

め
柏
崎
陣
屋
を
襲
い
、
自
刃
。
義
民
と
し
て
仰
が
れ
る
。
副
島
の
書
は
懐
の
引
き
締

ま
っ
た
楷
書
。

③
「
御
島
石
部
神
社　

従
二
位
伯
爵
副
島
種
臣
書
」
と
楷
隷
体
で
正
面
に
副
島
の
書
を

刻
む
。
側
面
に
「
明
治
廿
九
年
六
月　

寄
附　

山
岸
喜
藤
太
」
と
別
筆
で
刻
む
。
石
地

に
建
つ
も
の
で
、
地
元
の
素
封
家
が
寄
附
者
と
し
て
名
を
残
し
て
お
り
、
小
島
谷
の
例

と
同
じ
で
あ
る
。

④
「
本
間
君
碑
」
の
篆
額
三
字
。
久
須
美
逸
翁
の
孫
、
雪
堂
の
弟
、
寺
泊
の
巨
族
・
本

間
氏
を
継
い
だ
弥
平
（
号
蒼
涛
）
の
生
涯
を
刻
む
碑
文
。
寺
泊
密
蔵
院
に
建
つ
。

　

他
で
は
、
新
潟
の
旧
家
で
趣
味
人
・
古
山
文
静
が
北
陸
巡
行
の
休
憩
所
に
も
な
っ
た

自
邸
を
題
材
に
、
当
時
の
貴
顕
の
士
の
詩
歌
を
収
録
し
た
『
日
長
堂
清
興
』
（
Ｍ
25

刊
）
の
巻
頭
に
、
「
前
参
議
大
木
副
島
両
公
題
字
」
と
説
明
を
付
し
、
「
日
長　

古
山

氏　

種
臣
」
と
草
隷
体
二
字
を
載
せ
る
。
同
種
の
刊
行
の
例
は
、
他
に
も
散
見
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　

全
国
に
建
つ
書
碑
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
調
査
結
果
は
ま
と
め

ら
れ
て
い
な
い
し
、
本
県
と
副
島
の
接
点
に
触
れ
た
も
の
も
皆
無
で
あ
っ
た
。
来
越
作

で
は
な
く
、
建
碑
の
背
景
に
は
地
域
の
有
力
者
が
周
旋
を
し
た
節
が
碑
面
に
読
み
取

れ
、
久
須
美
氏
の
関
与
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
副
島
書
「
敬
徳
書
院
」
木
額
が
、
出
品
作
中
白
眉
の
も
の
で
あ
る
。
出
雲
崎
の

地
主
兼
廻
船
問
屋
・
佐
野
氏
は
文
書
古
典
籍
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
荘
厳
な
文
人
門
に

掲
げ
ら
れ
た
も
の
。
代
議
士
を
し
た
主
人
な
ら
で
は
の
、
つ
て
に
よ
る
揮
毫
依
頼
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

五
、
む
す
び

　

お
わ
り
に
、
久
須
美
一
族
の
書
画
に
少
し
く
言
及
す
る
。

『
北
越
詩
話
』
に
は
、
23
世
・
祐
之
（
号
逸
翁
）
を
主
と
し
、
付
録
に
祐
明
（
逸
堂
の

後
代
・
号
霞
外
・
通
称
三
郎
）
と
祐
直
（
逸
堂
の
支
族
）
の
遺
事
を
載
せ
る
。

　

祐
明
の
跡
を
継
い
だ
の
が
秀
三
郎
祐
啓
（
号
雪
堂
）
で
、
『
北
越
詩
話
』
の
著
者
阪

口
氏
は
彼
を
小
島
谷
に
訪
れ
取
材
を
行
い
、
こ
の
家
の
諸
事
を
記
録
し
た
。

　

ま
ず
、
「
高
邸
に
拠
り
て
広
い
厦
（
屋
根
を
か
ぶ
せ
た
家
）
を
架
し
。
茂
松
苞
竹
。

鬱
然
陰
を
成
し
。
其
下
、
田
畴
に
平
臨
し
。
弥
彦
角
田
の
二
峰
、
青
を
送
り
て
座
に
入

り
。
宛
然
一
幅
雲
林
高
陰
の
図
。
其
堂
題
し
て
住
雲
書
屋
と
い
ふ
。
」
と
、
あ
た
か
も

一
幅
の
山
水
図
を
み
る
よ
う
だ
と
庭
を
嘆
賞
す
る
記
述
か
ら
稿
を
興
し
て
い
る
。
ま
た

戊
辰
の
役
に
際
し
、
賊
軍
の
本
営
に
さ
れ
与
板
・
出
雲
崎
の
官
軍
と
対
戦
後
、
退
却
の

時
火
を
放
た
れ
た
焼
け
残
り
の
老
樹
の
皮
を
五
峰
に
示
し
た
と
い
う
。

　

現
在
の
家
屋
が
の
ち
に
建
っ
た
の
と
同
様
、
古
い
時
代
の
遺
物
は
伝
わ
ら
な
い
。
今

回
、
か
ろ
う
じ
て
雪
堂
及
び
交
流
者
の
書
画
が
紹
介
出
来
た
の
み
で
あ
る
。

①
雪
堂
一
行
書
（
Ｔ
９
・
古
稀
作
）

②
諸
橋
湘
江
山
水
図
（
Ｔ
９
作
・
雪
堂
へ
の
為
書
）

③
雪
堂
二
字
作
（
Ｔ
15
・
喜
寿
作
）

④
大
竹
貫
一
書
（
Ｓ
17
作
）

⑤
雪
堂
山
水
・
禽
獣
図
（
無
落
款
）

⑥
雪
堂
墨
竹
図

　

④
作
は
子
の
東
馬
の
代
の
も
の
。
こ
れ
ら
は
地
元
の
要
請
で
揮
毫
依
頼
を
受
け
た
際

の
習
作
、
も
し
く
は
自
娯
、
手
す
さ
び
の
画
作
ば
か
り
で
あ
る
。
マ
ク
リ
の
状
態
で
箱

に
収
納
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
一
部
を
展
示
に
供
し
た
。
何
れ
も
書
き
急
い
だ
雰
囲
気
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の
な
い
温
雅
な
趣
の
も
の
で
、
大
正
二
年
九
月
の
越
後
鉄
道
完
成
を
祝
う
邸
内
園
遊
会

の
華
や
か
な
新
聞
記
事
に
伺
う
家
柄
と
符
合
す
る
。

　

他
、
上
桐
村
の
旧
族
・
小
黒
雅
太
郎
と
の
交
流
を
示
す
作
等
も
見
出
せ
た
。
今
回
の

展
示
を
機
に
、
元
々
多
く
地
元
の
人
々
に
書
き
与
え
た
で
あ
ろ
う
雪
堂
の
遺
墨
の
発
見

を
期
待
し
た
い
。

六
、
資
料

　

文
末
、
久
須
美
氏
の
制
作
し
た
主
な
書
画
を
中
心
に
、
展
示
作
の
簡
単
な
解
説
を
付

録
す
る
。
鑑
賞
の
一
助
と
し
て
会
場
で
用
い
た
。
新
潟
大
学
「
教
育
実
践
総
合
研
究
」

「
地
域
実
践
研
究
Ⅲ
」
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
学
生
と
展
示
の
準
備
と
運
営
を
し
た

も
の
の
一
部
で
あ
る
。

久
須
美
雪
堂　

二
字
書

「
真
誠　

大
正
十
五
年
丙
寅
元
日　

七
十
七
叟　

雪
堂
」

小
ぶ
り
な
が
ら
「
誠
」
字
の
は
ね
上
げ
な
ど
痛
快
な
覇
気
を
示
す
。
や
や
薄
墨
で
あ
る

点
も
、
し
っ
と
り
と
し
た
奥
床
し
さ
を
覚
え
る
。

落
款
の
「
丙
寅
」
は
十
干
十
二
支
の
組
合
せ
で
と
し
を
表
す
も
の
で
、
す
ぐ
上
に
書
い

て
あ
る
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
と
同
じ
意
味
。

七
十
七
、
即
ち
喜
寿
を
迎
え
た
と
し
の
元
日
、
試
筆
（
書
き
初
め
）
と
し
て
制
作
し
た

一
枚
。
「
叟
」
は
老
境
に
入
っ
て
以
降
の
「
歳
」
と
同
じ
く
用
い
る
。

久
須
美
雪
堂　

水
墨
山
水
図

署
名
は
な
い
が
、
雪
堂
の
習
作
で
あ
る
。
自
娯
の
た
め
に
制
作
し
た
も
の
で
、
平
素
の

慣
習
に
風
雅
の
道
が
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

手
前
の
松
葉
を
こ
ま
か
く
描
き
、
中
央
の
松
は
簡
潔
に
描
い
て
遠
近
感
を
表
す
。
向
か

い
合
う
山
の
肌
は
、
短
い
横
線
を
重
ね
描
出
す
る
中
国
宋
代
の
著
名
な
文
人
・
米
芾
の

考
案
し
た
「
米
点
」
を
用
い
、
江
戸
以
来
の
流
行
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
る
。

曲
水
の
大
河
は
描
き
残
し
た
余
白
で
表
現
し
、
上
方
の
天
空
と
つ
ら
な
り
、
上
下
の
ス

ケ
ー
ル
を
大
き
く
み
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
描
出
構
図
何
れ
も
中
国
の
文
人
の
よ
く
し
た
型
を
踏
襲
し
た
伝
統
的
、
か

つ
一
般
的
な
内
容
と
評
価
さ
れ
る
。

久
須
美
雪
堂　

墨
竹
自
画
讃

「
清
風
如
有
待　

辛
亥
八
月
中
浣　

雪
堂
」

竹
が
左
方
か
ら
吹
い
て
き
た
風
で
し
な
や
か
に
揺
れ
て
い
る
。
「
清
風
を
待
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
だ
」
と
詩
書
に
あ
る
よ
う
な
構
図
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
絵
の
補
足
説
明

を
す
る
左
方
の
書
の
こ
と
を
「
画
讃
」
と
称
す
。

竹
は
古
来
聖
人
君
子
に
た
と
え
ら
れ
る
高
潔
の
象
徴
。
日
中
と
も
に
詩
画
の
好
題
材
に

さ
れ
、
ま
た
画
技
の
入
門
の
第
一
歩
と
し
て
多
作
さ
れ
る
画
題
で
も
あ
っ
た
。

「
辛
亥
」
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
、
「
中
浣
」
は
中
旬
の
こ
と
。

日
下
部
鳴
鶴　

書
額

「
暘
谷
館　

庚
寅
晩
秋
為
雪
堂
雅
君
属
題　

鳴
鶴　

日
下
部
東
作
」

江
戸
後
期
、
久
須
美
家
の
開
い
た
学
塾
名
三
字
を
書
く
。
「
暘
」
は
ひ
・
ひ
の
で
・
明

る
く
高
く
輝
く
太
陽
。
ち
な
み
に
「
陽
」
は
元
来
、
日
の
当
る
明
る
い
丘
の
こ
と
。

「
暘
谷
」
の
二
文
字
で
、
太
陽
の
出
て
く
る
所
の
意
味
。
も
の
ご
と
の
き
ざ
し
、
出
発

を
思
わ
せ
る
佳
句
を
ま
な
び
や
に
命
名
し
た
の
は
、
江
戸
後
期
に
や
っ
て
来
た
儒
家
・

亀
田
鵬
斎
と
さ
れ
る
。

筆
者
鳴
鶴
は
、
そ
れ
ま
で
邦
人
が
学
ば
な
か
っ
た
中
国
古
代
石
碑
の
拓
本
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
臨
書
（
先
人
の
書
跡
を
写
し
、
よ
い
と
こ
ろ
を
学
ぶ
こ
と
）
に
努
め
、
新
た
な

書
風
を
展
開
し
た
。
本
作
も
漢
代
の
礼
器
碑
（
一
五
六
）
や
張
遷
碑
（
一
八
六
）
を
学

ん
だ
節
の
窺
え
る
字
形
を
み
せ
る
。
横
画
の
終
筆
の
装
飾
的
な
波
型
の
は
ら
い
（
波

磔
）
を
も
つ
隷
書
で
あ
る
。

落
款
の
「
庚
寅
」
は
明
治
二
十
三
年
に
当
り
、
弟
子
の
井
原
雲
涯
が
ま
と
め
た
『
鳴
鶴

先
生
叢
話
』
に
収
め
ら
れ
る
全
国
漫
遊
録
を
ひ
も
と
く
と
、
確
か
に
こ
の
と
し
越
後
に
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や
っ
て
来
て
い
る
。
た
だ
し
本
の
記
載
に
「
小
島
谷
」
の
地
名
は
含
ま
れ
ず
、
本
作
に

よ
っ
て
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
い
旅
の
動
向
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

紙
で
は
な
く
特
殊
な
絹
目
・
絖
本
を
用
い
た
旦
那
好
み
の
作
。

諸
橋
湘
江　

水
墨
山
水
図

「
松
鶴
高
士　

庚
申
秋
日
写
於
雲
烟
養
寿
山
房
南
窓
下　

以
奉
祝
雪
堂
久
須
美
大
兄
古

稀
寿　

湘
江
諒
」

画
面
中
央
に
勢
い
よ
く
滝
（
瀑
布
）
の
流
れ
る
様
子
が
、
高
士
の
足
元
の
水
の
描
線
に

み
え
る
。
杖
を
持
つ
高
士
の
見
上
げ
る
目
線
の
先
に
は
、
滝
に
沿
っ
て
上
空
に
舞
う
一

対
の
鶴
。
杖
ぶ
り
の
よ
い
松
葉
に
姿
が
見
え
隠
れ
す
る
さ
ま
を
じ
っ
と
見
守
っ
て
い

る
。

高
士
が
世
俗
を
逃
れ
、
滝
を
楽
し
む
姿
を
描
く
い
わ
ゆ
る
「
高
士
観
瀑
」
図
で
あ
る
。

制
作
者
の
諸
橋
湘
江
（
一
八
五
八
～
一
九
二
九
）
は
越
後
中
之
島
村
の
生
ま
れ
。
大
竹

貫
一
と
実
の
兄
弟
。
幼
く
し
て
出
雲
崎
町
柿
木
村
の
庄
屋
の
養
子
に
な
る
。
分
水
の
著

名
な
南
画
家
・
富
取
芳
斎
に
学
び
、
つ
い
で
長
崎
ま
で
赴
き
画
道
に
励
ん
だ
。
二
十
五

歳
で
帰
郷
後
、
地
元
の
学
塾
を
経
営
し
つ
つ
画
作
に
親
し
ん
だ
。
昭
和
四
年
、
七
十
二

歳
没
。

制
作
年
は
「
庚
申
」
の
記
述
か
ら
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
、
久
須
美
雪
堂
の
古
稀
を

祝
っ
て
贈
っ
た
も
の
。
教
養
の
あ
る
名
家
の
主
人
同
士
が
書
画
詩
歌
を
寄
せ
合
い
交
流

を
も
っ
て
い
た
当
時
の
世
相
が
し
の
ば
れ
、
興
味
深
い
。

雅
号
の
下
「
諒
」
は
、
本
名
諒
作
に
ち
な
む
。
制
作
し
た
場
所
「
雲
烟
養
寿
山
房
」

は
、
湘
江
の
ア
ト
リ
エ
名
。

画
趣
は
あ
た
か
も
淡
彩
が
付
さ
れ
た
如
く
、
墨
に
幾
種
か
の
色
あ
い
が
感
じ
ら
れ
、
そ

の
濃
淡
の
滋
味
な
世
界
を
味
わ
い
た
い
。

中
林
梧
竹
書　

久
須
美
祐
伸
墓
誌
銘

久
須
美
祐
伸
君
墓
誌
銘　

正
二
位
勲
一
等
伯
爵
大
隈
重
信
題
額

君
諱
祐
伸
通
称
三
郎
號
霞
外　

其
先
出
於
曽
我
祐
成　

按
家
系
祐
成
斬
父
讎

工
藤
祐
経
而
身
亦
死　

其
妻
某
氏
方
娠
遁
来
上
州
白
井
分
娩
生
男　

称
久
須

美
祐
寛　

匿
越
後
三
嶋
郡
逆
谷
村　

祐
寛
九
世
孫
祐
安
延
徳
中
移
居
同
郡
小

嶋
谷
村　

十
六
世
祐
政
享
保
中
事
稲
葉
左
衛
門　

稲
葉
氏
幕
府
麾
下
士
食
邑

在
郡
中
祐
政
管
邑
政　

二
十
一
世
曰
祐
良
實
君
考
也　

祐
良
有
三
男
二
女　

長
曰
祐
序
次
曰
祐
利　

君
其
三
子
也　

以
文
政
五
年
二
月
一
日
生　

幼
聡
敏

　

讀
書
善
詩　

長
有
大
志　

遊
江
都
從
學
于
朝
川
善
庵
業
益
進　

會
主
家
財

計
窮
蹙
以
君
管
邑
政　

而
久
須
美
氏
亦
不
幸
家
道
頗
衰　

兄
祐
序
以
君
為
嗣

　

於
是
兄
弟
戮
力
協
議
一
意
綢
繆
家
道
漸
復　

當
時
郡
邑
納
祖
多
用
米
穀　

君
乃
建
議
變
米
納
以
為
金
納
一
舉
而
上
下
得
利　

戊
辰
之
際
概
然
唱
勤
王
大

義
奉
其
主
属
管
軍　

稲
葉
氏
得
以
不
廃
者
君
之
力
也　

王
師
入
越
後
府
都
督

楠
田
英
世
重
君
為
人　

言
於
大
隈
参
議
因
亦
得
参
議
知
遇　

當
時
王
化
未
遍

遐
陬
而
能
使
人
心
知
所
嚮　

君
亦
與
有
功
焉　

君
又
夙
知
越
後
石
油
之
利　

首
倡
採
掘
議　

経
營
雖
未
成　

其
創
業
之
功
不
可
没　

壬
申
八
月
應
柏
崎
縣

辟
出
為
大
區
長　

宰
三
嶋
全
郡
所
轄
七
万
石
治　

聞
縣
中
既
而
縣
廃
合
併
新

潟
縣
新
潟
縣
大
區
不
置
長
小
區
置
戸
長　

君
為
戸
長
将
辞
免　

偶
獲
病
平
於

家
明
治
九
年
二
月
七
日
也　

享
年
五
十
有
五　

葬
村
中
先
塋
之
次　

君
有
二

男
五
女
以
男
尚
幼
養
兄
子
祐
啓
為
嗣　

亦
有
名
望
云
里
人
久
須
美
作
之
助
等

慕
君
之
徳　

而
建
此
碑
銘
曰　

治
家
家
治　

治
邑
邑
治　

唯
其
無
私　

故
能

成
私
牛
刀
割
雞　

何
顧
人
嗤　

盡
心
奉
職　

請
観
銘
辞

明
治
四
十
一
年
歳
在
戊
申
十
一
月

勅
選
議
員
正
四
位
勲
三
等
文
學
博
士
重
野
安
繹
撰　

中
林
隆
経
書

梧
竹
八
十
二
歳
の
書
。
こ
れ
ま
で
『
三
島
郡
誌
』
（
Ｓ
12
刊
）
の
挿
図
「
石
碑
」
の
条

に
紹
介
さ
れ
る
位
で
あ
る
。
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一
一

図
９　

雪
堂　

水
墨
山
水
図

図10　雪堂「真誠」扁額

図11　「墨竹図」扁額
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